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10)偽性アル ドステロン症の2例

滴 ひとみ･北里 博仁
津田 晶子 ･滴 哲(監督竪琴嘉離 畏 )

1968年 Connによって最初に報告された甘草による

偽性アルドステロン症は,甘草の代表的な副作用の一･一.一つ

である.最近腰痛や膝関節痛などの落痛に対して,漢方

薬が多用されるようになり偽性アルドステロン症が増加

している.われわれは,ここ4年間に5例の本症を経験

した.今回代表的な2例を報告する.

症例 1:74才女性.平成6年から膝関節痛と腰痛があ

り,近医から防己黄香港7.5g/日,萄薬甘草湯6g用 を

授与されていた.平成8年 2月高血圧出現.平成9年 6

月中旬から指先と口唇のしびれを自覚,7月四肢のしび

れと脱力感強くなり7月8日当科を初診.精査のため即

日入院.血圧 140/90,筋力は全身的に低下 し筋把擾痛

あり.血清 Ⅰく1.8mEq/1.Clく6860IU/1.PRA 測定

感度以下,PAC1.1-1.2ng/dl,尿中アルドステロン

排推量 1.1/Jg/Hと著しく低値.尿中 freeLl0rt･isolは

1070/Lg/日と著増.血中 ACTfi,コルナ､ノ中一ルは正常

レベルで正常日内変動を示した.漢方薬を中止したとこ

ち.1過後に血清 王亡は3.5mEq/L と正常化し.CK

も661IU/L に低下し,四肢のしびれ,脱力を消失した.

3過後には血圧も正常化し,尿中 freecortisolの排推

量も正常化した.

症例 2:85才男性.

平成8年頃腰痛があり,近 くの整形外科から考薬甘草

揚7.5g/日が投与された.平成10年 1円｢｣渇 ･頭痛 ･め

まいを自覚し内科医を受診したところ,高血圧と糖尿病

を指摘され治療を受けていた,頭痛が持続し,血圧のコ

ントロールが不良のため平成10年5月11日当科を初診 し

精査のため入院.血圧170/ 8 0 m m rig.血清 Iく2.6mEq

/L,PRA 測定感度以下,PACl.3-1.9ng/dl,尿中

アルドステロン排推量0.5-0.8!Lg/E]と著 しく低値.

血中 ACTH 及びコルチゾ-ルは正常 レベルで正常 日

内変動を示した.萄薬甘草湯を中止したところ,血清 K

値,PRA,PAC は入院中に正常化し,血圧も3カ月後

正常化した.
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1)糖尿病と脂質代謝異常

山田 孝男 凋 沢 哲也ほ 若綱 院)

岩原由美子 ( 同 栄養科 )

E目的】糖尿病 (DM)に高脂血症を合併 した患者で

は冠動娩疾患などの頻度が商い,そこで当院の DM 患

者の血中脂質の状態および最近市販されたアトルパスタ

テン 汗ア｣)の効果について検討した. 【方法】当院の

DM 外来受診の2063名の DM 患者の血中脂質および

従来のスタテン系薬剤にても効果不十分な15名 (T,

eho1240以上)の ｢ア｣10mg に変更後の1fl仲 脂酎 二

ついて検討 した. E結果】DM 患者の血中脂質では

I-IDL---Cが;10未満の人は11.1%.空腹時 TC,150廿 卜

の人は24,2%と異常値を示す人は比較的少なかったが,

T.cholが 200以上の人が59.5%みられ管理強化の必

要があった言 ア｣に変更後は,T.cho1255- 205(-

153 卜 27.1%),といずれも有意に改善を認めたが,

HDL-Cは62.0-62.0 (090)と不変であった.【結

論】DM 患者では T.ehoiの高い人が多く,従来の治

療で効果不十分な人では ｢ア｣の有効な人が多くみられ

た.

2)2型糖尿病患者における BG 薬の有効性 に

ついて
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瞳 的】2型糖尿病患者における BG 薬の有効性に

ついて検討した. 【方法】対象は当院通院中2型糖尿病

患者男性59私 女性51名の申uO乳 ①metfoTmin750


